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千葉北西連絡道路千葉北西連絡道路
促
進
の
機
運
高
ま
る

　
我
孫
子
市
選
出
で
故
郷
は
も
ち
ろ
ん
、千
葉
県
の
課
題
解

決
に
全
力
を
注
ぐ
今
井
勝
議
員
は
、9
月
県
議
会一般
質
問
に

登
壇
。地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
千
葉
北
西
連
絡
道
路
を

始
め
、懸
案
の
地
域
公
共
交
通
、不
登
校
児
童
生
徒
支
援
、保

育
士・看
護
師
や
教
員
の
人
材
確
保
、外
国
人
介
護
人
材
へ
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。今
号

で
は
、そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

一般質問
9月県議会
一般質問
9月県議会

県
民
の
足
守
る
政
策
を

9
月
県
議
会
一
般
質
問
に

登
壇
し
た
今
井
勝
議
員

●
千
葉
北
西
連
絡
道
路

今
井
議
員　
千
葉
県
北
西
部

を
通
る
国
道
16
号
は
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
が
発
生
し
、更
な
る
地

域
の
活
性
化
に
は
、千
葉
北
西
連

絡
道
路（
以
下「
連
絡
道
路
」）の

具
体
化
が
必
要
だ
。

　
この
た
め
昨
年
11
月
に
結
成
し

た「
県
議
団
」が
、具
体
化
につい

て
国
土
交
通
省
に
要
望
し
た
と
こ

●
地
域
公
共
交
通
の
維
持

今
井
議
員　
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
地
域
の
生
活
を
支
え
る
地

域
公
共
交
通
は
、
利
用
者
減
少

等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
特
に
タ
ク
シ
ー
は
、
燃

料
費
の
高
騰
、
高
齢
化
に
よ
る

運
転
手
不
足
に
よ
っ
て
事
業
継

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
だ
。

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
に
向
け
、
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か

総
合
企
画
部
長　
県
で
は
、

ろ
同
月
、道
路
計
画
の
基
本
方
針

が
策
定
さ
れ
た
。

　
今
後
、連
絡
道
路
の
早
期
具
体

化
に
は
、沿
線
市
が
設
立
し
た
促

進
期
成
同
盟
会
の
ほ
か
、新
た
に

県
が
期
成
同
盟
会
を
設
立
し
、機

運
醸
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。そ
こで
伺
う
。

連
絡
道
路
の
早
期
実
現
に
向

け
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
知
事　
こ
れ
ま
で
県
で
は
、沿

線
市
で
構
成
す
る
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
等
と
連
携
し
、連
絡

道
路
の
必
要
性
な
ど
について
、広

報
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
の
早
期
具
体
化
について
国

に
要
望
活
動
を
行って
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

引
き
続
き
沿
線
市
と
連
携

し
、
期
待
さ
れ
る
効
果
や
今
後

の
進
め
方
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
開
催
と
と
も
に
、
新
た
な

期
成
同
盟
会
につい
て
も
、
沿
線

市
の
意
向
等
を
踏
ま
え
、
設
立

に
向
け
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

連
絡
道
路
は
、県
北

西
地
域
の
将
来
構
想
を

考
え
る
上
で
、骨
格
と
な
る
大
変

重
要
な
道
路
と
し
て
、整
備
促

進
を
求
め
る
機
運
が
高
まって
い

る
。つ
い
て
は
、新
た
に
期
成
同

盟
会
を
設
立
す
る
な
ど
、更
な
る

機
運
醸
成
に
よ
り
、連
絡
道
路

の
早
期
具
体
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
国
道
3
5
6
号
の
歩
道

今
井
議
員
　
我
孫
子
市
内
に

お
け
る
国
道
3
5
6
号
の
歩
道

部
は
、
改
善
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長
3
5
6
号

の
我
孫
子
第
一
小
学
校
付
近
で

は
、
歩
道
や
側
溝
蓋
が
老
朽
化

し
て
歩
き
難
い
状
況
と
な
って
い

ま
す
。
歩
き
や
す
い
歩
行
空
間

を
確
保
す
る
た
め
、
段
差
が
少

な
く
、
小
孔
の
側
溝
蓋
への
交
換

な
ど
必
要
な
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
歩
道
整
備
は
用
地
買

収
が
必
要
と
な
る
が
、

沿
道
で
建
替
等
が
あ
れ
ば
用
地

協
力
を
打
診
す
る
な
ど
、しっか

り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

歩
道
が
未
整
備
で
交
通
安
全
上

危
険
な
箇
所
に
は
、歩
道
幅
に
余

裕
が
あ
る
範
囲
で
防
護
柵
設
置

の
検
討
も
要
望
す
る
。

●
交
通
安
全
施
設
の
維
持
管
理

今
井
議
員　
横
断
歩
道
の
白

線
は
、昨
年
6
月
議
会
で
も
摩
耗

し
た
白
線
の
補
修
を
お
願
い
し
た

が
、県
民
か
ら
は
未
だ
に
、補
修

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
。

道
路
標
示
の
維
持
管
理
につい

て
、県
警
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で

予
算
を
組
んでいるの
か
。

警
察
本
部
長　
摩
耗
し
た
道

路
標
示
について
は
、
警
察
官
に
よ

る
点
検
の
ほ
か
、
県
民
の
皆
様
や

自
治
体
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
を
も
と
に
そ
の
状
況
を
確
認

し
、
通
学
路
上
の
道
路
標
示
や
歩

行
者
保
護
に
不
可
欠
な
横
断
歩

道
の
道
路
標
示
な
ど
を
中
心
に
、

補
修
の
必
要
性
、
緊
急
性
の
高
い

箇
所
か
ら
順
次
、
補
修
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
標
示
の
維
持
管
理
に
係

る
予
算
について
は
、
道
路
標
示
の

整
備
数
や
補
修
実
績
等
を
も
と

に
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て

お
り
、
今
後
も
必
要
な
予
算
を

確
保
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を

推
進
し
て
まい
り
ま
す
。

　
道
路
標
示
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
予
算
を
確
保
し
対
応
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
町
村

も
含
め
た
道
路
管
理
者
と
よ
く

調
整
を
図
っ
て
、
可
能
な
限
り

速
や
か
に
補
修
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

広
域
的
・
幹
線
的
な
赤
字
バ
ス

路
線
に
対
し
、
国
と
協
調
し
て

補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町

村
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
バ
ス

の
利
用
促
進
や
収
支
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
市
町
村
や
交
通

事
業
者
と
連
携
し
、
地
域
公
共

交
通
の
維
持
・
確
保
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
は
、

県
民
生
活
を
支
え
る
大

変
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
、
取
組
を
着
実

に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

●
移
動
困
難
者
対
策

今
井
議
員
移
動
困
難
者

対
策
は
、
交
通
や
福
祉
な
ど
関

係
部
門
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

総
合
企
画
部
長　
市
町
村
で

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
や
移
動
販

売
車
の
運
行
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
者
に
対
す
る
助
成
な
ど
、

関
係
部
局
が
連
携
し
、
様
々
な

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
様
々
な
対
策

が
連
携
し
て
進
む
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
移
動
困
難
者
対
策
を

は
じ
め
、地
域
公
共
交

通
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に

対
し
、引
き
続
き
、市
町
村
や
事

業
者
な
ど
様
々
な
主
体
と
連
携

し
な
が
ら
、横
断
的
に
取
組
を
進

め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

●
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
等

今
井
議
員　
人
口
減
少
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
、
路
線
バス
が

減
便
、
廃
止
と
な
り
、そ
の
地
域

で
は
市
町
村
がコミュニテ
ィバス
等

を
導
入
し
ている
こ
と
が
あ
る
。

コ
ミュニテ
ィバス
等
に
取
り
組

む
市
町
村
を
、
県
は
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

総
合
企
画
部
長　
県
内
の
多

く
の
市
町
村
で
は
、
利
用
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

コ
ミュニテ
ィ
バス
等
を
運
行
し
て

移
動
手
段
の
確
保
を
図って
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

県
で
は
、
市
町
村
と
の
情
報

交
換
会
や
市
町
村
設
置
の
交
通

会
議
等
に
お
い
て
、
先
行
事
例

の
共
有
や
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
助
言
を
行
っ
て
市
町
村
の

取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●「
チ
ー
パ
ス
」普
及
拡
大

今
井
議
員　
千
葉
県
に
は
、

子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
―
とい
う
趣
旨
に
賛
同
し

た
企
業
や
店
舗
に
よって
、
様
々

な
サ
ー
ビス
が
受
け
ら
れ
る「
チ
ー

パ
ス
」が
あ
り
、
県
民
か
ら
も
好

評
だ
とい
う
。

子
育
て
家
庭
の
外
出
支
援
と

地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の

た
め
、
公
共
交
通
事
業
者
へ

「
チ
ー
パ
ス
」を
普
及
拡
大
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
令
和
5
年

7
月
31
日
現
在
の「
子
育
て
応

援
！
チ
ー
パ
ス
事
業
」の
協
賛
店

は
8
，
0
5
6
件
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
、
タ
ク
シ
ー
は
4
事
業
者
で

14
件
、
鉄
道
は
1
事
業
者
で
5

件
登
録
さ
れ
てい
ま
す
。

　
県
と
し
て
は
、
今
後
、
公
共

交
通
事
業
者
に
対
し
て
賛
同
を

得
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
な

ど
、
チ
ー
パス
事
業
の
普
及
拡
大

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、公
共
交
通
事

業
者
の
チ
ー
パ
ス
事
業

へ
の
参
加
は
少
な
く
、県
に
よ
る

効
果
的
な
普
及
活
動
が
必
要
と

考
え
る
。子
育
て
家
庭
の
身
近

な
移
動
手
段
と
し
て
、バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
な
ど
が
、よ
り
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
事
業
者
へ
働
き

か
け
、公
共
交
通
の
利
用
促
進

に
も
つ
な
が
る
よ
う
要
望
す
る
。

要望

要望

要望

要望

要望

要望

経
営
厳
し
い
地
域
公
共
交
通

経
営
厳
し
い
地
域
公
共
交
通

経
営
厳
し
い
地
域
公
共
交
通



市町村と連携し

教
育
長　
県
教
育
委
員
会
で

は
、市
町
村
が
設
置
す
る
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
定
期
的
に
訪

問
し
助
言
す
る
と
と
も
に
、支

援
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
市
町

村
の
代
表
者
か
ら
意
見
を
聴
く

な
ど
連
携
を
図
って
お
り
ま
す
。

県
と
し
て
、国
に
対
し
必
要
な
財

政
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、市

●
保
育
士
確
保
の
取
組

今
井
議
員
　
都
市
部
を
中

心
に
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る

と
思
う
が
、保
育
士
確
保
に
つ

●
外
国
人
の
介
護
福
祉
士

今
井
議
員　

本
県
で
は

2
0
2
5
年
に
介
護
人
材
が

約
７
千
人
不
足
す
る
と
言
わ

れ
、令
和
元
年
か
ら
外
国
人
介

護
人
材
の
確
保
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、こ
の
留
学
生

受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
令
和
元

年
度
の
第
一
期
生
か
ら
3
年
度

今
井
議
員　
本
年
4
月
に
施
行
さ
れ

た『
千
葉
県
不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育

機
会
の
確
保
を
支
援
す
る
条
例
』に
は
、

「
市
町
村
は
、県
と
連
携
し
つつ
状
況
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
、実
施
す
る
よ
う

努
め
る
」と
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
で
、県
は

ど
の
よ
う
に
市
町
村
と
連
携
し
て
い
く

の
か
。

町
村
と
の
合
同
研
修
会
な
ど

に
よ
り一層
連
携
を
強
化
し
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
と
し
て
も
、実

態
を
よ
く
把
握
し
、

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
の
た
め
支
援
を
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

不登校児童生徒支援不登校児童生徒支援

保
育
士
・
看
護
師
の
人
材
確
保

更
な
る
支
援
が
急
務

更
な
る
支
援
が
急
務

更
な
る
支
援
が
急
務

い
て
県
の
取
組
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
地
域
間

で
保
育
の
需
要
に
差
が
生
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
、保
育
士
は
、依

然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
状
況

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
県
で
は
、保
育
士

を
目
指
す
学
生
への
修
学
資
金

貸
付
や
潜
在
保
育
士
と
の
マッ

チ
ン
グ
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
町
村
と
連
携
し
、

民
間
保
育
施
設
等
に
勤
務
す

る
保
育
士
の
給
与
への
助
成
や
、

人
件
費
へ
の
補
助
な
ど
保
育
士

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組

を
も
う
一
歩
踏
み
出

し
、保
育
所
等
を
利
用
す
る
全

て
の
児
童
が
健
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
、保
育
人
材
確
保
へ

の一層
の
支
援
検
討
を
要
望
す

る
。

●
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

今
井
議
員　
9
月
2
日
、千

葉
県
と
我
孫
子
市
の
主
催
で
、

手
賀
沼
等
を
会
場
に
九
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

約
1
0
0
機
関
、5
千
人
が
参

加
し
た
。

今
回
の
九
都
県
市
合
同
防

災
訓
練
は
、ど
こ
に
重
点
を
置

い
て
行
っ
た
の
か
。ま
た
、県
は
、

●
保
育
士
の
処
遇
改
善

今
井
議
員　
我
孫
子
市
で
は
、

①
計
画
的
な
保
育
所
等
の
整
備

②
市
独
自
の
補
助
金
に
よ
る
保

育
士
の
確
保
―
に
よ
り
、37
年

間
、保
育
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
堅

持
し
て
き
た
。

　
県
で
も
、処
遇
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、東
京
都
と
の
給
与
差
を
埋
め

る
に
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
感

じ
る
。そ
こ
で
伺
う
。

保
育
士
確
保
の
た
め
、処
遇

改
善
事
業
の
補
助
額
を
更
に
増

額
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
健
康
福
祉
部
長
　
千
葉
県
保

育
士
処
遇
改
善
事
業
は
、緊
急

的
に
創
設
し
た
も
の
で
、本
来
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
は
国
で
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

国
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
、月

額
9
千
円
相
当
の
処
遇
改
善
加

算
を
創
設
し
ま
し
た
が
、未
だ
給

与
格
差
は
残って
い
ま
す
。

●
元
教
員
の
採
用

今
井
議
員　
近
年
の
教
員
採

用
で
は
、世
代
交
代
期
に
あ
た
っ

て
多
く
の
志
願
者
確
保
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、採
用
者
の
質
の

確
保
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
本
県
で
は
、
指
導
力
を
有
す

る
元
教
諭
が
再
び
教
壇
に
立
て

る
特
例
選
考
が
あ
り
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
優
秀
な
人
材
の

確
保
と
指
導
力
向
上
も
図
れ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

教
員
採
用
選
考
に
お
い
て
、

元
教
諭
特
例
選
考
の
志
願
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
元
教
諭
を

採
用
し
た
効
果
は
ど
う
か
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、自
治
体
の

財
政
力
に
よって
保
育
士
の
処
遇

に
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

公
定
価
格
の
引
き
上
げ
や
、保
育

士
の
人
材
確
保
及
び
定
着
促
進

の
取
組
を
強
化・充
実
さ
せ
る
こ

と
を
、国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

●
看
護
師
の
確
保

今
井
議
員　
令
和
3
年
に
成

立
し
た『
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ

の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す

る
法
律
』に
よ
り
、医
療
的
ケ
ア

児
を
支
援
す
る
看
護
師
の
確
保

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

保
育
所
等
で
の
医
療
的
ケ
ア

児
受
入
れ
に
必
用
な
看
護
師
の

確
保
に
つい
て
、県
は
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
県
で
は
、

看
護
師
等
の
人
件
費
や
、保
育
士

等
に
必
要
な
研
修
費
の
補
助
を

行って
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
、2
名
以
上
の
医

療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
が
見
込

ま
れ
る
保
育
所
等
で
、看
護
師
を

複
数
名
配
置
し
て
い
る
場
合
、補

助
額
を
さ
ら
に
加
算
す
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
本
年
度
か
ら
保
育
の
実

施
主
体
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、

看
護
師
の
紹
介
事
業
活
用
を
周

知
す
る
な
ど
看
護
師
等
の
人
材

確
保
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自席から再質問や
要望する今井勝議員

の
第
三
期
生
ま
で
の
計
1
1
7

名
は
、順
次
、県
内
の
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
に
入
学
し
、第
一

期
生
は
、来
年
３
月
に
国
家
試

験
を
受
け
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、4
年
度
の
第
四
期
生

43
名
は
、本
年
4
月
に
日
本
語

学
校
に
入
学
し
、5
年
度
の
第

五
期
生
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
65
名
の

候
補
者
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
日
し
た
留
学
生
の
資
格
取

得
を
支
援
し
、資
格
取
得
後
も

介
護
現
場
で
長
く
従
事
で
き
る

よ
う
交
流
会
や
相
談
支
援
等
を

行
い
、外
国
人
介
護
人
材
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

後
の
留
学
生
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
や
介
護
事
業
で
働

く
職
員
に
寄
り
添
っ
た
施
策

の
充
実
を
県
に
強
く
要
望
す

る
。
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教員の人材確保へ
経験者の採用推進

教
育
長　
平
成
16
年
度
か
ら

導
入
し
た
教
員
経
験
者
を
対
象

と
す
る
特
例
選
考
で
は
、令
和

2
年
度
に
志
願
要
件
を
緩
和
し

て
か
ら
志
願
者
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、今
年
度
実
施
の
選
考
で

は
52
名
が
志
願
し
ま
し
た
。

　
過
去
10
年
間
で
1
1
8
名
が

学
校
現
場
に
戻
り
、
実
務
経
験

を
生
か
し
て
活
躍
し
、
学
校
の

教
育
力
向
上
に
つ
な
が
って
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
員
不
足
の
解
消
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、引
き
続
き
教
員
経
験
者
の

採
用
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

要望

要望

要望

今
後
の
訓
練
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
知
事　
今
回
の
訓
練
で
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
応
急
復
旧

や
、手
賀
沼
で
の
水
難
救
助
な

ど
地
域
特
性
に
応
じ
た
訓
練
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、九
都
県

市
の
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く

各
団
体
か
ら
の
物
資
受
入
訓
練

を
実
施
し
た
ほ
か
、関
東
大
震

災
か
ら
百
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、過
去
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
取
組
も
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
も
、自
助・共
助・公
助

が一体
と
な
っ
た
地
域
防
災
力
の

更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、関

係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

迅
速
か
つ
的
確
に
災
害
に
対
応

で
き
る
よ
う
訓
練
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、県
と
し

て
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、災
害
対
策
の
充
実

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。ま
た
、地
域
の
自
主

防
災
組
織
や
県
民一人
ひ
と
り

が
自
助・共
助・公
助
の
考
え
方

を
理
解
し
、実
践
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、県
民
へ
の
啓
発

等
も
含
め
防
災
意
識
の
高
揚
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

要望

災
害
対
策
の
充
実
求
む

外
国
人
の
介
護
人
材
支
援
を

要望

〈2〉令和5年11月19日（日）


